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1.は じめに

ミズナラは、知床の針広混交林 ・広葉樹林を構

成する主要樹種の一つとして、森林 ・林業的に重

要であるばかりでなく、その堅果(ド ングリ)は 、

エゾヒグマ、エゾシカなどの重要な餌ともなって

いる。 しか しなが ら、 ミズナラの結実習性、結実

量及び堅果落下時期には地域差、個体差があり、

究明すべき課題は多い。

今回、知床国有林の天然林内に、シー ドトラッ

プを設置 して、 ミズナラ堅果の落下時期などにっ

いて調査 したところ、その特性がある程度わかっ

てきたので、ここに報告する。

2.調 査地及び調査方法

調査地は、知床国有林のイダシュベツ川流域336

林班及び岩尾別川流域329林 班の二箇所である。

ともに、ミズナラ、シナノキ及びセンノキなど広

葉樹が6割 から7割 を占め、 トドマツ、エゾマツ

などの針葉樹が混交 してお り、ha当 たり蓄積は

約2301㎡、傾斜は緩やかで、斜面方位は北 または

北西、土壌型は適潤性褐色森林土 と多 くの点で似

た林況 ・立地条件であるが、336林 班の調査地A

は海岸近 くの弱度の風衝地で、標高330mで ある

のに対 し、329林 班の調査地Bは 海風の影響…が少

な く、標高110mで あるところが異なる(表 一1 、

図一1)。

表一1調 査地の概要
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図一1調 査地の位置

ミズナラ堅果の落下時期、量及び形質などを調

査する目的で、それぞれの調査地で ミズナラ10本

を抽出し、一辺1mの 正方形で1㎡ の開口部を持

っシー ドトラップを1本 当たり3個 設置した

(図一2)。

この トラップに9月 上旬からミズナラ堅果の落

下が見 られたので、9月4日 から約10日 おきに

(10月11日 と10月30日 の間は、19日)ト ラップ内

容物を回収調査 した。

3.結 果と考察

(1)落 下堅果量

個体別の落下堅果量は、1本 当たり3万 粒か

ら800粒 と、個体によって、大差があった(図 一3)。

調査木20本 の全体の落下堅果数は、樹冠面積

か ら計算すると約16万5千 粒と推計される。

調査地Aと 調査地Bを 比較すると、10本 の合

計で後者が前者の3倍 の堅果数を示し、単年度

だけでは断定的なことは言えないが、堅果の生

産量は、海風等の局所的な気象条件の影響を強
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く受けていると考え られる。
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(2)径 級別落下量

調査対象とした ミズナラは、胸高直径46cmか

ら74cmま での20本 と限られており、調査地ごと

に径級配置が必ずしも均一とは言えないが、径

級配置が比較的均一な調査地Bに ついて見ると、

胸高直径52cmか ら58cmの ものの1本 当たりの落

下量がその前後の径級のものより格段に多 く、

これが単年度だけの現象なのかさらに調査が必

要である(図 一4)。

14151617181920

(3)落 下時期

ミズナラ堅果の落下は、9月 中旬頃から本格

化し、10月 中下旬までに、全量が落下す る。 こ

れは、札幌市羊ケ丘の1987年 のデータ(金 澤他、

1988)と 比較すると、それぞれおおよそ10日程

度遅 くなっている(図 一5)。
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(4)回 収 日ごとの重量階別堅果数

9月 中旬頃までに落下 した堅果は、1粒が1.5g

以下の ものが半数以上を占めるのに対 し、それ

以降に落下 した堅果は、1粒 が1.6g以 上のも

のが約7割 以上を占めている。1粒3 .19以 上の

大粒 の堅果 は、10月 上旬に落下 した ものに最 も

多 く、4割 近 くに達 して いる(図 一6)。

全 落下堅果の1粒 当た りの平均重量 は、2.6g

で 、1.69以 上 の ものが全体 の約8割 を占めて

いる。
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(5)堅 果重量と健全堅果の割合

回収 した堅果の一部は、コナラシギゾウムシ

の幼虫と思われるものの食害を受けていた。回

収 した堅果の約2割 について、1個 ごとに重量

を測定 し、切断 して胚などの食害の程度を調査

したところ、堅果重量の軽いものほど、虫害に侵

されている割合が高 く、重量の重いものほど、健

全堅果の割合が高いことが観察 された(図 一7)。
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(6)堅 果 と殻斗(ド ングリの椀)の 形状

北海道のナラ類は、 ミズナラ、モンゴリナラ、

カシワ及びコナラの4種 があるが、これらは、

複雑に自然交配 し雑種を形成 していると言われ

ている。 これらの雑種間の判定は 「鋸歯数(歯

の鋸歯の数)、 堅果比(堅 果長/堅 果幅)、殻斗

比(殻 斗径/殻 斗高)に よることが、遺伝的に

信頼 しえる」という報告がある(宮崎他、1985)

当調査箇所の ミズナラにっいて、調査木1本

当たり20個以上の堅果及び殻斗の計測を行い、

調査木ごとの堅果比と殻斗比を算出し、調査地

Aと 調査地Bと で比較 した。堅果比の平均は調

堅果重量階別健全堅果の割合(調 査地A・B)

査地Aが1.47、 調 査地Bが1.42、 殻 斗比 の平均

は調査地Aが1.54、 調 査地Bが1.46と な った・

rt検 定」の結果、堅 果比 、殻斗比の平均 に差 は

ない といえ るので、両調査地 の ミズナラの遺伝

的形 質は、近 い もの と考え られ る(図 一8・9)。

また、両調査地の堅果比、殻斗比は ともに・

道北中川町のモ ンゴリナラ× ミズナ ラと言われ

て い る もの(堅 果比1.47、 殼 斗比1.46:宮 崎

他 、1985)と 近 似 してお り、今後鋸歯数 にっ い

て も調査する必要が ある。
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4.お わ りに
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今回の調査か ら、知床半島の ミズナラ堅果の特

性についていくっかの傾向がっかめたものの、極

めて短期間の調査であり、さらに継続調査を実施
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図 一9個 体別殻斗比

してゆ く考えである。

最後にな りますが、調査設計 につ いて、御指導

いただいた、森林総研北海道支所の金澤洋一先生

及び石塚森 吉先生 に心か らお礼 申 し上げ る。
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